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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 佐々木（深川）尚子様～8/31（水）より作業療法導入となっています。グループはB-2とな　 
　　　　　　　　　　　ります。

· 石切　久様～昨日の皮膚科診察にて、疥癬疑いが解除となった為、本日より作業療法が復帰　
　　　　　　となります。又、今まで疥癬疑いの為に個室を利用して頂いていましたが、本　
　　　　　　日より大部屋へ移動されています。疑いは解除となりましたが、引き続き皮膚　
　　　　　　状態の観察と環境整備を行なっていきましょう。

· 中村　瞳様～主治医より、リハビリテーションプログラム導入させて下さいとの指示があり、
　　　　　　Aグループで導入しても良いか病棟責任者を含め検討していきます。9/2（金）
　　　　　　より導入を予定していますが、主治医へ検討結果を報告後、正式に導入となり　
　　　　　　ます。又、疾病教育の導入も考えており、原案作成し病棟責任者、主治医へ確
　　　　　　認を取ってからの導入になります。

· 患者様のインフルエンザ予防接種ですが、11月を予定しています。接種を受けられる方の確認をし、特に65歳以上の高齢の患者様や免疫力が低下している患者様をリストアップして下さい。又、御家族へ予防接種の必要性、接種による副作用の可能性、費用は通帳から引き落としになる事を説明し、予診表に御家族のサインも必要となる為、面会に来て頂きたい事も伝えて下さい。

＜隔離室使用患者様について＞

・畑中　成夫様～終日隔離にて経過。昨日、神の指示や異常体験に左右された発言が聞かれ、　
　　　　　　　　日課に声掛けを要しています。昨日は、30分程退室する事は出来ていますが、
　　　　　　　　他患者様に対して表情を険しくする事があり、見守りを要していました。本
　　　　　　　　日も「出せ」と大声を出す事があり、スタッフが介入すると、「はっ」とした
　　　　　　　　反応をしています。衝動的な行動に移る事はありませんが、ここ数日調子の
　　　　　　　　悪さある様子です。スタッフは衝動的に行動を起こす危険性もあるという畑
　　　　　　　　中様の背景を考慮し、対応していく事も必要となります。退室された際には、
　　　　　　　　何故退室時間を設けているのか？退室時間を増やしていく事によっての治療
　　　　　　　　への効果等を根気良く説明していく事も大事となります。衝動的な行動が無
　　　　　　　　い事は評価し、今後も畑中様の状態に合わせたケアをしていきましょう。そ
　　　　　　　　の為にも、関わりの時間を多くし、精神状態や表情、行動等を観察して下さ
　　　　　　　　い。

・水梨　孝純様～疥癬疑いの為、終日隔離にて経過。全身の皮膚状態は改善方向にあり、新たな
発疹の広がりも無く、現在は発疹の跡が見られるのみとなっています。昨日の皮膚科診察にて、良くなっているとの診断ありますが、念の為、現在の治療（毎日の六-十ハップ浴、B･Bオイラックス塗布1回/2日）を続けて行なっていきましょう。環境整備をしっかりと行ない、引き続き全身の皮膚の状態を観察して下さい。

＜医療事故についての検討＞

事故内容：中野　英男様の本日の昼食後薬と明日の朝食後薬を誤って服用させる。

原因：服用の際、氏名のみ確認し、いつの薬かは確認しなかった（確認不足と業務への焦り）

対策：薬を服用させる際は何回も確認を行なう（服用させる前、服用させる時、服用させた後、
　　　薬包を捨てる際にも確認をする）又、服用させる際には目で確認するだけでなく、声に出し確認する事も必要。患者様にも必ずきちんと確認をして頂く事。

まとめ：今回は身体症状に変化はありませんでしたが、薬を間違えるという事は重篤な事故に繋がる事も少なくはありません。その様な事故を防ぐ為にもスタッフは確認を怠らず、しっかりと行なう必要があります。薬にかかわらず医療行為を行なう際には常に確認という事を念頭に入れておく様にして下さい。

＜業務についての確認＞

・Aユニット、Bユニットの書類ボックスの書類は誰が処理するのか？ボックスの意味は？

Aユニット→準夜帯フリー勤務者が責任を持ち処理をする（必要な書類はカルテに綴じる、所定の場所へ片付ける等）Aユニットのボックスは処理しても良い書類を保管しておく為のもの。

Bユニット→その日のリーダーが責任を持ち確認し、書類を必要ごとに振り分ける（必要な書類はコピーを取る、必要ごとに振り分ける等）Bユニットのボックスはまだ処理してはいけない書類を保管しておく為のもの。

＜火災時緊急避難行動＞

1. 出火場所の確認（火災受信機にて）

2. 出火現場（火災受信機表示現場）の確認

3. 消防機関への通報

4. 初期消火

5. 隔離室の開放

6. 非常口の開放

7. 内部への情報伝達

8. 区画形成

9. 避難誘導

10. 残留者無しの確認

11. 人員確認

以上が火災時の緊急避難行動の流れとなります。緊急時の行動や流れについて各スタッフは必ず覚える様にして下さい。又、防災マニュアルにも必ず目を通しておいて下さい。各スタッフが防災についてしっかりと意識を持ち、緊急時に正確な行動が出来る様になる事が必要です。













